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令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

達　成　状　況

自主防災組織の設立数　１団体

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

重　　点　　目　　標

1 防災体制の強化を図ります。

市内全域における新同報系防災行政無線の整備工事を進め
ます。

新同報系防災行政無線の整備

1

総務部の重点目標

９月から12月までの期間において、屋外拡声子局を14基建設した
（建設屋外拡声子局総数126基中、建設済126基）。
町内会長等への戸別受信機配布説明会を10月に10回、２月に14
回開催した。

１町内会について、６月に説明会を開催し、２月に新規設立した。
10町内会について、12月の十和田市町内会連合会（防災安全部
会）会議時に、設立に向けた町内会での検討会のため資料を配
布した。

自主防災組織の設立の促進
防災資機材などの整備の助成を通じて、自主防災組織の設立
を促進します。

取組状況等

自主防災組織の設立数　３団体

具体的な取組
取組の結果



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

達　成　状　況

⑴計画の見直しを行なったが、利活用方針案の策定には至らなかった。
⑵旧青雲荘及び西十三番町医師住宅の解体を行い、駐車場として整備した。
⑶タッチパネル式案内システムの導入へ方針を変更し検討中。

自立走行型ロボット（ＡＩロボット）
導入の検討

自立走行型ロボット（ＡＩロボット）導入による来庁者案内に向け
て、調査検討します。

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

重　　点　　目　　標

2
公共施設及び公有地の適正な管理を推進
し、庁舎内での市民サービス向上を図りま
す。

公共施設個別管理計画の進行管理を行います。
公共施設個別管理計画（第１期
実施計画）の推進

2

総務部の重点目標

■関係部署からスケジュールの進行状況等を確認した。

■利活用方針案については、検討中。

■耐震性不足の用途廃止施設については概算解体設計額を積算
   し、計画的に解体を実施した。

■解体工事設計業務委託完了
   （令和２年８月30日完了）

■解体工事完了
   （令和２年２月15日解体完了）

■駐車場整備設計業務委託完了
   （令和２年10月29日委託完了）

■駐車場整備工事完了
   （令和３年３月29日工事完了）

■総合案内へのタッチパネル式案内システムのデモ及びｗｅｂ打合
せを行い、導入について検討している。

保健センター及び市立図書館駐
車場の整備

旧青雲荘及び西十三番町医師住宅を解体し、保健センター及
び市立図書館の駐車場として整備します。

取組状況等

(1)公共施設個別管理計画の進行管理を行います。
(2)旧青雲荘及び西十三番町医師住宅の解体を行いま
す。
(3)自立走行型ロボット導入に向けて、調査検討しま
す。

取組の結果
具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

3

1 人口減少対策に取り組みます。 支援制度を活用した移住・定住者数　57世帯134人

重　　点　　目　　標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

企画財政部の重点目標

移住・交流事業
移住・定住者向け住宅購入等の助成、空き家の利活用、移住
情報の発信、移住相談セミナー等を実施します。

取組状況等

支援制度を活用した移住・定住者数　68世帯168
人

■制度を利用した移住者数      57世帯134人
・住宅取得・改修補助事業      48世帯122人
・引っ越し支援事業            ８世帯 11人
・移住支援金                  １世帯 １人

■空き家バンク制度
・新規登録７件、成約９件
　（令和３年３月末のホームページ掲載物件数５件）

■お試し住宅を８月より開設　２件４人利用

■オンラインを活用した移住相談　５件

■首都圏でのインターネット広告の配信実施
・第１回　９月19日～25日
　移住ポータルサイトの閲覧数　前週比約30％増
　　　　　　　　　　（前週882人/配信週1,144人）
・第２回　12月23日～29日
　移住ポータルサイトの閲覧数　前週比約230％増
　　　　　　　　　　（前週583人/配信週1,943人）

達　成　状　況

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

4

2
市の最上位計画である第２次十和田市総合
計画の施策や事業の実効性を確保します。

第２期実施計画　策定（令和３年３月29日）

重　　点　　目　　標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

企画財政部の重点目標

第２次十和田市総合計画第２期
実施計画の策定

第２期実施計画策定方針を作成し、第１期実施計画の結果を
踏まえ、庁内検討委員会等で内容を検討し、第２期実施計画
を策定する。

取組状況等

第２期実施計画の策定　令和３年３月まで

■第２期実施計画案の内容確認
   ・２月９日～２月15日　各課確認

■第２期実施計画案の策定
   ・２月17日　第２回策定委員会にて計画案を策定

■第２期実施計画の策定
   ・３月26日　庁議にて計画案を審議・承認
   ・３月29日　計画策定
   ・３月31日  市HPにて公表

達　成　状　況

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

達　成　状　況

➀日常生活動作が自立している期間の平均年齢
   男性　77.2歳　　女性　83.1歳
➁過年度分納付率
   44.6％（納付件数　29件/過年度分未納件数　65件）

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

重　　点　　目　　標

1
健康寿命の延伸と医療費適正化対策の推
進を図ります。

フレイル等疾病予防及び重症化予防の保健指導を実施する
ほか、医療や介護サービスにつながっていない健康状態が不
明な高齢者を対象とした個別訪問支援を実施します。

高齢者の保健事業と介護予防
の一体的実施

5

民生部の重点目標

■個別訪問支援の実施
　・健康状態不明者312人
　・糖尿病性腎症重症化予防対象者４人
　・重複頻回受診・多剤服薬者23人
　・低栄養対象者９人
■フレイル等疾病予防及び重症化予防の保健指導の実施
　・高齢者集いの場27か所、参加者数340人
■日常生活動作が自立している期間の平均年齢
　　男性　77.2歳　　女性　83.1歳

■過年度分納付率
　・44.6％（納付件数　29件/過年度分未納件数　65件）

不当利得に関する取組の強化
国保資格の無い受診者に対する療養給付費の返還請求につ
いて、居所確認および通知等による納付を促します。

取組状況等

①日常生活動作が自立している期間の平均年齢
　　男性77.7歳以上　女性83.2歳以上
②過年度分納付率　40.0％

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

6

2
地域の人々と連携し、安全・安心で快適な
暮らしを支えるまちづくりに取り組みます。

防犯カメラ設置事業
安全・安心なまちづくりの一環として、市における見守り体制
の強化・充実を図るため、市公共施設等に新たに防犯カメラ
を設置し、犯罪の未然防止等を行います。

第４次十和田市ごみ減量行動
計画の策定

快適な暮らしを支えるため、第３次十和田市ごみ減量行動計
画の結果をもとに、第４次十和田市ごみ減量行動計画を策定
します。
計画期間：令和２年～令和４年

■防犯カメラ設置　１０台設置完了（12月９日）
   ・９月～11月  工事施工
   ・12月４日　   工事検査
   ・12月９日　   工事検査結果通知

■第３次ごみ減量行動計画の総括及び第４次計画案作成
   ・ごみ排出量、リサイクル率等の情報分析
   ・新規の具体的施策について検討

合葬墓設置についての方針の
作成

将来にわたって市民がより安心して利用ができる三本木霊園
として霊園内に合葬墓を設置することについて検討し、方針を
作成します。

新たなコミュニティづくり支援事
業

コミュニティ組織の立ち上げ支援や立ち上げ後の組織を支援
し、新たな広域コミュニティづくりを進めます。

■合葬墓設置についての方針作成
   10月　設置に向けた方針を決定

■組織化にむけた座談会の開催（２地区）
　７月　藤坂小地区
　９月　松陽小地区

■広域コミュニティ活動・事務局支援補助金の交付（４地区）
   ５～６月　法奥小地区、東小地区、南小地区、三小地区

民生部の重点目標

➀防犯カメラ設置事業　10台/年
➁第４次十和田市ごみ減量行動計画の策定　令和２年10月
まで
➂合葬墓設置についての方針の作成　令和２年10月まで
➃新たな広域コミュニティの組織化　２地区

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要 取組状況等

重　　点　　目　　標 達　成　状　況

①防犯カメラ設置　10台設置完了（12月９日）
②第４次十和田市ごみ減量計画の策定　年度内策定できず
③合葬墓設置についての方針策定　方針策定（10月）
④新たなコミュニティの組織化　０地区（座談会開催２地区）

取組の結果
具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

7

1
第８期（令和３年度～令和５年度）十和田市
高齢者福祉計画・介護保険事業計画を策
定します。

十和田市介護保険運営協議会
の円滑な運営

第８期計画の策定に向けて、同協議会の開催日程、検討項
目等をまとめ、それに沿った運営を図ります。

介護保険事業の事業量見込の
取りまとめ

各種システムやデータを活用し、計画策定に向けた基礎デー
タである介護保険事業の事業量見込みを取りまとめます。

■第８期計画の策定スケジュールを設定
  ・６月23日    運営協議会を開催し、計画策定までのスケジュールを設定
  ・９月２日　   運営協議会を開催し、国の基本指針について説明
  ・11月６日    運営協議会を開催し、第７期計画の検証について説明
  ・12月22日   運営協議会を開催し、第８期計画（素案）について説明
  ・12月24日～令和３年１月13日
　　　　　　　　　パブリックコメント実施　意見提出数　０件
  ・１月28日    第８期計画（素案）について運営協議会へ諮問
  ・２月３日     第８期計画（素案）について運営協議会から適当である旨答申
  ・２月４日     第８期計画策定

・６月23日     運営協議会を開催し、令和元年度の事業量について説明
・12月22日    運営協議会を開催し、第８期計画の施策内容の検討
・12月24日～令和３年１月13日
                   パブリックコメント実施　意見提出数　０件
・１月28日     第８期計画（素案）について運営協議会へ諮問
・２月３日      第８期計画（素案）について運営協議会から適当である旨答申
・２月４日      第８期計画策定

地域支援事業の事業量見込み
の取りまとめ

介護予防、認知症対策、成年後見等の各種事業の現状と課
題及び今後の実施方法等について、検討の上、地域支援事
業の事業量見込みを取りまとめます。

介護予防・見守り事業体制の見
直し

高齢者見守り事業に、見守りロボットの活用、また、介護予防
事業に、住み慣れた地域でホッと集える場所となる「介護予防
カフェ」の取組について検討します。

・６月23日    運営協議会を開催し、令和元年度の事業実施状況等について説明
・12月22日   運営協議会を開催し、第８期計画の施策内容の検討
・12月24日～令和３年１月13日
                   パブリックコメント実施　意見提出数　０件
・１月28日     第８期計画（素案）について運営協議会へ諮問
・２月３日      第８期計画（素案）について運営協議会から適当である旨答申
・２月４日      第８期計画策定

・９月　 高齢者見守り事業に活用されているデジタル機器を情報収集
・９月　 市内のつどいの場開設に向け、小学区ごとに開催場所等の現状を把握
           し整理
・11月　運営協議会において、高齢者の見守りとしてのデジタル機器の種類・
           導入時期について協議し、予算計上
・12月　運営協議会で第８期計画における介護予防施策案について説明

健康福祉部の重点目標

令和３年３月　策定

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要 取組状況等

重　　点　　目　　標 達　成　状　況

第８期十和田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画　策定
（令和３年２月４日）

取組の結果
具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

8

2

心身ともに健やかな生活を送ることができる
ように、生涯にわたる健康の増進と、安心し
て出産・子育てできる環境づくりを推進しま
す。

子育て世代親子支援センター業
務体制

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援において相談
支援や虐待の発生予防の観点を含めた継続的な子育て支援
の充実を図ります。

乳幼児健康診査事業

むし歯予防に効果のあるフッ化物歯面塗布を２歳児発達健康
診査において実施するとともに、関係機関を対象とした講演会
を開催します。
弱視等視力の異常の早期発見のため、３歳児健康診査に視
機能検査を導入します。

■妊娠期から育児期の切れ目のない支援
　・母子健康手帳交付時保健指導　296人
　・特定妊婦のセンター内連携による一体的支援
    情報共有　16件、一体的支援の実施３件
　・全妊婦家庭訪問等実施　263人（92.6％）
　・乳児家庭全戸訪問　308件（96.9％）
　・養育支援訪問　利用数102世帯　延利用数161世帯
　
■出産・育児について満足している割合　92％
　　(４か月児健診受診者301人中277人　無回答12人を除く）

■２歳児発達健康診査でのフッ化物歯面塗布
　・７月～３月　12回実施   348人（91.3%）
　
■フッ素洗口に関する講演会
　・10月17日実施　保育所・幼稚園31園中13園参加

■３歳児健康診査での視機能検査
　・６月～３月　12回実施　　385人（100%）

がん検診事業

50歳の市民の大腸がん検診を無料化し、受診票と採便キット
を郵送により送付・回収をします。
企業で働く方に大腸がん検診を勧めるため、企業訪問をしま
す。

■大腸がん検診受診率（２月末現在）　7,248人（30.4％）
　・大腸がん検診50歳無料化　214人（25.6％）
　　12月４日 ハガキによる未受診者勧奨通知  540人
  ・企業向け大腸がん検診　26社  197人
　・協会けんぽ加入家族向け大腸がん検診　107人(69.0%)
  ・55、60歳未受診者　262人

■大腸がん検診勧奨　　企業訪問 97件

健康福祉部の重点目標

出産・育児について満足している割合　90％

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要 取組状況等

重　　点　　目　　標 達　成　状　況

出産・育児について満足している割合　92％

取組の結果
具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

9

1
青年就農者の確保を図り、農村地域の活性
化を図ります。

青年就農者数　４人
（令和２年度41人/総合計画目標値令和３年度44人）

重　　点　　目　　標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

農林商工部の重点目標

青年就農者への支援
市の人・農地プランに位置付けられている50歳未満で新規に
独立・自営する青年就農者に対し、農業次世代人材投資資金
を給付することにより、農業経営の安定化を図ります。

移住・定住就農者への支援
市外からの青年就農者の移住・定住就農支援に取り組むこと
により、地域の交流活動を通じた農村地域の活性化を図りま
す。

取組状況等

青年就農者数　39人
（令和元年度37人/総合計画目標値令和３年度44
人）

■青年就農者数　４人
　・１月下旬　新たに採択された３名の就農状況の確認を行った。
　・３月中旬　１１月に申請を受けた、青年就農者への交付決定を
　　　　　　　　行った。
　・３月中旬　研修が終了した者が１名おり、就農に向けた相談を
　　　　　　　　行い準備を進めている。
　・３月下旬　今年度採択された４名の青年就農者に対し交付金を
　　　　　　　　交付した。

達　成　状　況

■移住・定住就農者数　１組
　・10月上旬　新たに十和田市に移住を希望する方が相談のため
　　　　　　　　　来庁し、事業の概要について説明した。
　・11月中旬　市HPの移住・定住就農支援事業の周知に加えて
　　　　　　　　　新たにパンフレットを作成し、窓口やHPに掲載した。
　・12月上旬　移住希望者から来年の１月に引っ越しが決まった旨の
　　　　　　　　　報告を受け、就農するために農地を取得することや、
　　　　　　　　　各補助金についての説明をした。

取組の結果
具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

10

2
とわだ産品の認知度向上と販売拡大を
推進します。

農産物販売額　20億円
(「十和田地方卸売市場」及び「㈱産直とわだ」における販売実
績）

重　　点　　目　　標

ＨＡＣＣＰ対応支援事業
全体セミナーや個別相談の実施により、令和３年に義務
化されるＨＡＣＣＰへの取組を推進します。

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

■ＨＡＣＣＰ導入事業者数　18者
・セミナー開催
　参加者数８月３日　 25名
               ８月11日　19名
・個別相談の実施　事業者数　10者

農林商工部の重点目標

「食と農」安全・安心推進事業
学校給食センターと連携し、学校給食において使用する
地元産食材の価格差額分の食材を購入します。

青い森紅サーモンのとわだ
産品化への検討

内水面研究所が開発した、今年市場デビューする「青い
森紅サーモン」が本市の特産品となるよう、生産支援の
あり方について検討します。

ふるさと納税のＰＲ強化

ふるさと納税サイトに掲載する新たな返礼品の発掘、既
存商品の写真や商品紹介文章の見直しを行います。ま
た、採卵後の十和田湖ひめますを使用した商品開発の
検討を行います。

取組状況等

農産物販売額　15億円
(「十和田地方卸売市場」及び「㈱産直とわだ」
における販売実績）

■２月末までの地元産食材使用率　 10.8 ％
 (同期使用率 平成30年度 7.5％　令和元年度 10.7％）
 (参考：県産使用率 52.7％）
・４月24日　学校給食地産地消促進会議（書面会議）開催
・７月６日　 第２回学校給食地産地消促進会議開催
・６月～３月学校給食の食材提供
　長芋、豚肉、鶏卵 、人参、きゅうり、大根、長ねぎ
・３月３日　 「おいしい十和田・六戸だより」を発行し、小中学校に配
布。

達　成　状　況

・６月19日　　内水面研究所から状況の聞き取り実施
・７月27日　　第１回青い森紅サーモン生産・販売対策協議会の開催
・10月12日 　第２回青い森紅サーモン生産・販売対策協議会の開催
・11月７日　　販売開始（市場デビュー）
・11月７日～ かだぁ～れ販売
　　　　　　　　市内２店舗での料理提供
・11月13日   現状唯一の市内生産者の聞き取り実施
・11月14日   料理提供宿泊施設１か所追加
・３月12日　　料理提供宿泊施設１か所追加

■寄付額　41,918千円（前年同期：36,438千円 115％）
・新規返礼品の登録数　45品

取組の結果
具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

11

1 道路の防災・安全対策を推進します。 ■国土強靭化計画策定　令和３年３月26日

重　　点　　目　　標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

建設部の重点目標

国土強靭化地域計画の策定
国土強靭化基本法の趣旨等を踏まえ、大規模自然災害等か
ら速やかな復旧・復興ができる安全・安心な地域づくりを進め
るための指針となる計画を策定します。

橋梁点検の実施
安全安心で快適な生活の維持のため、道路ストック対策事業
による橋梁のインフラ老朽化対策のための点検を実施します。

取組状況等

■国土強靭化地域計画を策定（令和３年３月末ま
で）

■国土強靭化地域計画の策定
・２月10日　パブリックコメントの実施（３月１日まで）
・３月26日　庁議・計画策定

達　成　状　況

■24橋の橋梁点検を実施した

判定　　　Ⅰ（健全）　　  　 　：　４
　　　　　　Ⅱ（予防保全）   　： 19
　　　　　　Ⅲ（要補修）　    　：　１
　　　　　　Ⅳ（要緊急対応）  ：  ０
　　　　　　　　　計　　　　　　    24橋

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

12

2
安心・安全な生活環境の確保に向け・樹木
の適正管理に努めます。

保全地区１号(佐井幅)危険木伐採 119本(令和２年10月12日)
保全地区12号(南小通り)危険木伐採 122本(令和２年10月12日)

重　　点　　目　　標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

建設部の重点目標

保全地区の安全・安心の確保
保全地区の危険木を伐採し、地域の安全・安心の確保に努め
ます。

取組状況等

保全地区１号（佐井幅）危険木伐採　119本
保全地区12号（南小通り）危険木伐採　122本

■緑化審議会の開催（諮問）
   ６月29日開催
■危険木伐採業務委託契約締結
   ８月４日契約
■住民関係者に文書により通知し、必要に応じて説明
   ９月上旬
■危険木伐採業務委託完了
   10月12日

達　成　状　況

取組の結果
具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

13

1
快適な暮らしを支えるため、効率的で持続
可能な整備を行い、経営の効率化を図りま
す。

上水有収率　87.7％（決算見込）

重　　点　　目　　標

管路更新の実施
安心・安全な水道水の安定供給をするため、老朽化した管路
の更新を実施し、管路耐震適合率を向上させます。

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

■管路耐震適合率　39.9％（令和２年度末）
　・配水管布設替工事件数　　14件　　総延長5,110ｍ　完了

上下水道部の重点目標

耐震詳細診断の実施
水道施設が有する耐震性能を把握し、水道施設の耐震化に係
る効率的、効果的な修繕及び整備計画を策定するため、耐震
詳細診断を実施します。

漏水調査の実施 有収率の向上を図るため、漏水調査を実施します。

取組状況等

上水有収率　　89.0％

■耐震詳細診断の実施　上水道１施設、簡易水道　２施設
　
　・６月11日　委託契約を締結
　・６月15日　第１回打ち合わせ　（ほか７月16日、10月12日）
　・８月17日～21日　現地調査
　・３月15日　調査業務完了

達　成　状　況

■上水有収率　87.7％（決算見込）
■漏水調査業務の実施
　
　・５月20日　委託契約を締結
　・６月23日～８月28日　現地調査
　・２月２日　調査業務完了
　※漏水発見件数11件　修繕対応済み

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

14

2
快適な住環境の整備と湖や河川など公共用
水域の水質保全に向け、下水道施設の整備
を進めます。

水洗化率　令和元年度末から0.1ポイント減
（令和元年度末　86.1％→令和２年度末　86.0％）

重　　点　　目　　標

十和田市浄化槽整備事業
下水道集合処理区域以外のPFI事業による小型浄化槽設置事
業を推進します。

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

■小型浄化槽設置申請基数　17基
・２～３月   全体計画の見直しにより、新たに浄化槽区域となった
                世帯の調査を行い基礎資料を作成した。

上下水道部の重点目標

下水道ストックマネジメントの推
進

下水道施設の持続的な下水道機能の確保とコストの低減を図
るため、令和４年度から８年度までを計画期間とする十和田市
下水道ストックマネジメント計画を、令和３年度までの２ヶ年で
策定します。

水洗化率の向上
公共下水道十和田処理区において、供用開始から３年を経過
した未接続世帯の水洗化を促進します。

し尿・浄化槽汚泥の共同処理の
推進

十和田地区環境整備事務組合からのし尿・浄化槽汚泥を、令
和３年度から下水処理場で共同処理開始を目指します。

取組状況等

水洗化率 前年度末より１ポイント増

■十和田市下水道ストックマネジメント実施方針策定業務委託
・１月13日　受託業者と第４回協議
　　　　　  　　（リスク評価・長期的な改築シナリオの選定結果を確認）
・３月19日　委託成果品納品

達　成　状　況

■公共下水道（十和田処理区）に新たに接続した世帯数
   292世帯
   水洗化率86.0％（令和元年度末から0.1ポイント減）

・下水道未接続世帯にダイレクトメールの発送
　　　　（８・９・11月　元町東・元町西地区ほか680戸）

■し尿・浄化槽汚泥の共同処理
・１月６～19日　 下水処理場と環境整備事務組合の十和田下水
                       一次処理センターとの試運転を実施
・３月29～31日　共同処理開始前の下水一次処理センターとの
                       試運転実施

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

15

1 地域医療のニーズに即した医療の提供
訪問診療の拡充による在宅医療の提供
医師の勤務環境の改善
地域医療連携推進法人の設立

重　　点　　目　　標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

中央病院事務局の重点目標

医師確保対策の推進 関係大学への働きかけを継続します。

訪問診療の拡充による在宅医
療の提供

継続的な在宅医療を提供するため、附属とわだ診療所の訪問
診療を拡充します。

取組状況等

地域医療の機能分化の推進と在宅医療の充実

■大学医局への訪問
　・東北大学５回、弘前大学３回訪問し、常勤医派遣について働き
    かけを行った。
　・常勤医不在であった、耳鼻咽喉科（弘前大学医局）に10月１日
    付けで１名の派遣が実現した。

達　成　状　況

■附属とわだ診療所の訪問診療件数の拡充
　・４月件数    64件　   ・10月件数    87件
　・５月件数    61件   　・11月件数    88件
　・６月件数    63件     ・12月件数   100件
  ・７月件数    81件   　・１月件数　　117件
  ・８月件数    73件　　 ・２月件数 　　98件
　・９月件数  　89件       合計　　　　985件

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

16

■実施設計
   ・４月17日　実施設計業務委託契約を締結
   ・６月30日  完了
■ネットワーク整備工事
   ・９月14日　工事契約締結
■一人一台端末整備
   ・９月18日　端末購入本契約締結
　 ・３月15日　納品完了

■各校での事業展開
　・４月１日　事業開始
■学校及び市民への周知
　・５～７月　学校訪問にて新聞の積極的な活用を呼び掛けた。
　・小・中別の各教科等における新聞活用例を載せたパンフレットを作成・
   配布し、活用を呼びかけた。
■広報とわだ11月号で、特色ある取組を行っている学校を紹介し、広く
   周知した。
■10月上旬　前期の結果集計
　 「新聞を取り入れた教育活動の工夫に努めることができた。」と回答した
   教師の割合　72.1%
■２月上旬　後期の結果集計
　 「新聞を取り入れた教育活動の工夫に努めることができた。」と回答した
   教師の割合　83.1%

■指定校についての説明・依頼
　・環境整備及びＩＣＴ活用方法の見通しが立ったことに伴い、十和田湖小・
    中学校に対し、事業説明と実施の可否についての検討依頼をした。
    （10月15日）

■第２回実用英語技能検定公費受験の申込み状況
　・中学校３年生在籍数　443名　受験者数　429名
　・受験率　96.8％
■３級以上相当の英語力を有する割合　35.3%
　・10月２日　第２回実用英語技能検定公費受験実施

■各校への通知
　・４月１日　実施要項及び各校の事業費決定を通知
■各校での事業展開
　・４月７日　事業開始　以降は各校より支出に係る書類書等を提出
■報告書提出及び本事業の推進の依頼
　・10月29日　各校へ報告書の提出及び新型コロナウイルス感染症感染
    拡大状況に応じた本事業実施方法の例示
■令和３年３月８日　各校の報告書に基づき本事業報告書作成
　・「日本一を目指した学校や学習の活動は楽しかった。（テーマを意識して
   活動した。）」と回答した児童生徒の割合　96％

ICTを活用したスマートスクール
の推進事業

十和田湖小・中学校を指定校としたバーチャルクラスの導入を
検討します。

GIGAスクール構想の実現
市内小中全校において校内通信ネットワーク及び電源キャビ
ネットを整備し、一人一台端末の整備計画及び活用方針を策
定します。

国際理解教育の推進
中学生の英語力向上のため、中学校３年生の実用英語技能
検定料の助成を行います。

日本一を目指した特色ある教育
活動の推進事業

各小中学校における特色ある教育活動の充実に向けて、効果
的な支援を行います。

新聞活用教育事業
児童生徒の読解力や情報活用能力等の向上のため､新聞を
活用した教育活動を支援します。

洞内小学校と松陽小学校の統
合及び大深内中学校との併置

統合及び併置に向けた様々な課題について、開校準備委員会
での協議を継続するとともに、実施設計を作成します。

取組状況等

■旧校舎解体工事及び外構整備工事
   ・６月５日　  旧校舎解体工事及び外構整備工事本契約締結
   ・９月７日　  外構電気設備工事契約締結
   ・３月２４日　工事完了

■実施設計
   ・６月８日　建設実施設計業務委託契約を締結
　　受注者からの詳細設計を基に、内容を随時協議
　・２月２５日　設計完成

教育委員会事務局の重点目標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

三本木中学校の改築事業
残存している旧校舎の解体、駐車場等の外構整備を行いま
す。

将来の夢や目標を持っているとの回答「当てはま
る」「どちらかといえば当てはまる」の合計指数
・小学５年生　93%（令和元年度91％）
・中学２年生　80%（令和元年度76％）

達　成　状　況

将来の夢や目標を持っているとの回答「当てはまる」「どちらかといえ
ば当てはまる」の合計指数
・小学５年生　令和２年度92％
・中学２年生　令和２年度69％

重　　点　　目　　標

1
次代を担う人材の育成に向けて、地域との
連携を重視しながら、市内小中学校の教育
活動の充実を図ります。

取組の結果
具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

17

教育委員会事務局の重点目標

・屋内グラウンドの新設完了（８月）
・文化センター等の長寿命化工事完了（３月31日）
・子ども読書活動推進計画策定（３月10日）
・十和田歴史館の基本構想の策定延期（令和４年度以降）

第４次十和田市子ども読書活
動推進計画の策定

子どもの読書活動の推進に関する法律や、読書活動につい
ての情勢の変化を踏まえながら、令和３年度から５年間の取
組の方向性を示した「第４次十和田市子ども読書活動推進計
画」を策定します。

(仮称)十和田歴史館の基本構
想の策定

十和田市郷土館、民俗資料館、旧新渡戸記念館を統合した
複合施設の調査・研究に着手します。

市民文化センター及び生涯学
習センターの長寿命化事業の
推進

市民文化センター及び生涯学習センターの長寿命化に向け、
改修工事を行います。また、プラネタリウム等の老朽化設備
の妥当性についても併せて検討します。

重　　点　　目　　標

2

市民の学習環境づくり、地域に根ざし
た多彩な文化、芸術、スポーツ活動の
推進を通じて、活力ある人材の育成を
図ります。

　・郷土館、民俗資料館の収蔵量、展示、収蔵スペース概要量調査
　・建設にかかる新設及び改修に関する比較検討資料作成
　・展示内容の検討と実施スケジュールの再考
　・施設統合に向け、民俗資料、歴史資料の整理実施
　・民間所有資料調査実施
　・公共施設総合管理計画個別計画の変更を管財課へ依頼

・屋内グラウンドの新設
・文化センター等の長寿命化工事
・子どもの読書活動推進計画の策定
・十和田歴史館の基本構想の策定

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

新屋内グラウンド・新志道館整
備事業の推進

十和田市公共施設等総合管理計画に基づき、(新）屋内グラ
ウンド及び老朽化した志道館に替わる（新）志道館の整備を
進めます。

達　成　状　況

取組状況等

■（新）屋内グラウンド
　・８月完成、９月１日よりオープン
■（新）志道館建設
　・６月30日　　実施設計業務委託完了
　・９月11日　　建設敷地内施設の解体工事完了
　・９月18日　　建築工事契約締結・建設工事着手
　・９月25日　　工事監理業務委託契約締結
　・10月26日　 電気設備工事契約締結、機械設備工事契約締結

■長寿命化改修工事
【長寿命化改修工事その１】
　・３月18日   建築工事、電機設備工事、機械設備請負工事
                   契約締結
　・４月１日    監理業務委託契約締結
　・５月１日    意図伝達業務委託契約締結
　・３月29日 　完了
【長寿命化改修工事その２】
　・４月30日   実施設計業務委託完了
　・６月18日   電気設備工事、機械設備請負工事契約議案上程、
                   同日、本契約締結
　・６月24日   建築請負工事契約締結
　・６月30日　 監理業務委託契約
　・３月31日 　完了
■プラネタリウム、天文施設の存続、廃止検討
　・４月～５月 存続、廃止にかかる基礎データ収集
　・６月16日   副市長説明
　・６月30日　 指定管理者選考委員会の場で協議（存続）

　・７月14日　 第１回子ども読書活動推進計画策定委員会
　・８月19日　 第１回子ども読書活動推進計画作業部会
　・８月27日　 令和２年度家庭における読書に関する調査実施
  ・10月21日　第２回子ども読書活動推進計画作業部会
  ・11月27日　第３回子ども読書活動推進計画作業部会
  ・２月17日　 第２回子ども読書活動推進計画策定委員会
  ・３月10日　 第４次十和田市子ども読書活動推進計画策定

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

18

1 農地流動化の促進を図ります。 あっせん成立件数　18件

重　　点　　目　　標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

農業委員会事務局の重点目標

農地流動化の促進
農業者からのあっせん申し出のあった農地について、農業委
員及び農地利用最適化推進委員と連携し、農地の出し手・受
け手を探しマッチングさせます。

取組状況等

あっせん成立件数　５件

■あっせん成立件数　18件
　・５月中旬、６月中旬に申請地区に該当する地区担当の農業委員、
　　農地利用最適化推進委員へ、受け手探しを依頼した。
　　　あっせん成立件数　１件
　・７月中旬から９月中旬に申請地区に該当する地区担当の農業
    委員、農地利用最適化推進委員へ、受け手探しを依頼した。
　　　あっせん成立件数　７件
　・９月中旬から12月中旬に申請地区に該当する地区担当の農業
    委員、農地利用最適化推進委員へ、受け手探しを依頼した。
　　　あっせん成立件数　４件
  ・12月中旬から３月中旬に申請地区に該当する地区担当の農業
    委員、農地利用最適化推進委員へ、受け手探しを依頼した。
　　　あっせん成立件数　６件

達　成　状　況

取組の結果具体的な取組



令和２年度における各部等の重点目標（達成状況）

№ 目　　標　　値

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

19

2
農業の担い手の確保に資する制度等につ
いて、周知・啓発及び支援を行います。

農業者年金新規加入者数　６人

重　　点　　目　　標

目標の達成に向けた取組項目 取組項目の概要

農業委員会事務局の重点目標

農業者年金の加入推進

制度の普及PRのため、パンフレットの送付や市広報等を活用
し幅広い情報の提供を行うとともに、加入推進員を中心とした
戸別訪問の実施や制度説明会の開催など、JAと連携しながら
加入推進活動を実施します。

農業後継者結婚対策事業
関係団体及び庁内の関係部署と連携し、秋頃に１回開催予定
の交流会等のイベント開催を通じ、出会いの場を創出すること
による結婚活動支援を行います。

取組状況等

農業者年金新規加入者数　７人

■農業者年金新規加入者数　６人
■11月15日十和田市農業者年金推進協議会作業部会開催
■随時、加入推進員（農業委員、農地利用最適化推進委員、ＪＡ
職員）による戸別訪問を実施
■JA広報誌への広告掲載
■３月24日十和田市農業者年金推進協議会役員会開催

達　成　状　況

10月 ７日 第１回実行委員会の開催
10月28日 第１回役員会書面決議
12月23日 第２回実行委員会の開催
 ３月19日 第２回役員会開催

取組の結果
具体的な取組


